
０７中数例－1 

中学 

数学 

受験 

番号 
 氏名  

令和７年度長崎県公立学校教員採用選考試験解答用紙 

 
 

２０点（問１～問５ 各４点） 

 

 

問１ 

   x＝３n＋２、y＝５n＋３ 

 

 

問２ 

   −６＜a＜−２ 

 

問３ 

   x＝
７

６
π、

11

６
πのとき、最小値−７ 

 

問４ 

最大公約数 

           

 

 

最小公倍数 

             

 

問５ 

   45° 

 

 

  

１ 



０７中数例－2 

中学 

数学 

受験 

番号 
 氏名  

令和７年度長崎県公立学校教員採用選考試験解答用紙 

 

 

２０点（問１⑴～⑵ 各４点、問２⑴～⑶ 各４点） 

 

 

問１⑴ 

１＜ ３＜２より、２＜４− ３  ＜３ 

よって、x＝４− ３  −２＝２− ３  

x−２＝− ３  

両辺を平方すると 

x2−４x＋４＝３ 

x2−４x＋１＝０ 

 

問１⑴の別解１ 

１＜ ３＜２より、２＜４− ３  ＜３ 

よって、x＝４− ３  −２＝２− ３  

x2−４x＋１＝x（x−４）＋１＝（２− ３）（− ３−２）＋１＝−１＋１＝０ 

 

問１⑴の別解２ 

１＜ ３＜２より、２＜４− ３  ＜３ 

よって、x＝４− ３  −２＝２− ３  

x2−４x＋１＝（２− ３）2 −４（２− ３）＋１＝７−４ ３−８＋４ ３＋１＝０ 

 

問１⑵ 

P（x）＝２x4 −７x3 −x2 −x−３ とおくと 

P（x）＝（x2−４x＋１）（２x2＋x＋１）＋２x−４ 

⑴より、x＝２− ３のとき x2−４x＋１＝０ 

P（２− ３）＝２（２− ３）−４＝−２ ３ 

 

問１⑵の別解１ 

P（x）＝２x4−７x3− x2−x−３ とおくと 

x2−４x＋１＝０より、x2＝４x−１ 

x4＝（４x−１）2＝16x2−８x＋１＝16（４x−１）−８x＋１＝56x−15 

x3＝x（４x−１）＝４x2−x＝４（４x−１）−x＝15x−４ 

P（x）＝２（56x−15）−７（15x−４）−（４x−１）−x−３ 

   ＝112x−105x−４x−x−30＋28＋１−３ 

   ＝２x−４ 

P（２− ３）＝２（２− ３）−４ 

        ＝−２ ３ 

 

  

２ 



０７中数例－3 

中学 

数学 

受験 

番号 
 氏名  

令和７年度長崎県公立学校教員採用選考試験解答用紙 

 

問１⑵の別解２ 

P（x）＝２x4−７x3− x2−x−３ とおくと 

x2＝（２− ３）2＝７−４ ３  

x3＝（７−４ ３）（２− ３）＝26−15 ３ 

x4＝（７−４ ３）2＝97−56 ３ 

P（２− ３）＝２（97−56 ３）−７（26−15 ３）−（７−４ ３）−（２− ３）−３ 

＝194−182−７−２−３−（112−105−４−１） ３  

＝−２ ３ 

 

 

 

 

問２⑴ 

an＝a＋（n−１）dとおくと、a1＋a3＝10より、 

a＋a＋２d＝10 ∴a＋d＝５ …① 

a2＋a4＝14より、a＋d＋a＋３d＝14 

∴a＋２d＝７ …② 

①②より、d＝２、a＝３ 

an＝３＋２（n−１）＝２n＋１ 

 

問２⑵ 

bn＝b・r
n−１
とおくと、b1＋b3＝10より、b＋br

2
＝10 …① 

b2＋b4＝30より、br＋br
3
＝30 ∴r（b＋br

2
）＝30 …② 

①②より、r＝３、b＝１ 

bn＝１・３
n−１
＝３

n−１ 
 

 

問２⑶ 

an＝２n＋１、bn＝３
n−1
より、 

Sn＝３・１＋５・３＋７・３
2
＋…＋（２n−１）・３

n−2
＋（２n＋１）・３

n−1
 

－）３Sn＝     ３・３＋５・３
2
＋７・３

3
＋……………＋（２n−１）・３

n−1
＋（２n＋１）・３

n 

Sn −３Sn＝３・１＋２・３＋２・３
2
＋ …………………＋２・３

n−1
−（２n＋１）・３

n 

−２Sn＝１＋２＋２・３＋２・３
2
＋…＋２・３

n−1
−（２n＋１）・３

n 

−２Sn＝１＋
２（３n−１）

３−１
 −（２n＋1）・３n 

２Sn＝（２n＋1）・３
n
−３

n
＋１−１ 

Sn＝n・３
n
 

  



０７中数例－4 

中学 

数学 

受験 

番号 
 氏名  

令和７年度長崎県公立学校教員採用選考試験解答用紙 

 

 

２０点（⑴～⑸ 各４点） 

 

 

⑴ 

cos∠ＢＡＣ＝
３２＋８２−７２

２×３×８
＝
１

２
 

0°＜∠BAC＜180°より 

∠ＢＡＣ＝60° 

 

⑴の別解 

△ＢＡＣの面積をＳとすると、 

３＋８＋７

２
＝９より、Ｓ＝ ９（９−３）（９−８）（９−７）＝６ ３ 

１

２
×３×８×sin∠ＢＡＣ＝６ ３ 

   




 
∠ＢＡＣ＝60°、 120° 

ＢＣ＜ＡＢより、∠ＢＡＣは最大の角ではないので、∠ＢＡＣ＜90° 

よって、∠ＢＡＣ＝60° 

 

⑵ 

ＡＤは∠ＢＡＣの二等分線なので、ＡＢ：ＡＣ＝ＢＥ：ＥＣ 

ＢＥ＝７×
８

８＋３
＝

56

11
 

 

⑶ 

∠ＢＡＣ＝60°より、∠ＢＤＣ＝120° 

また、ＡＤは∠ＢＡＣの二等分線なので、∠ＢＡＤ＝∠ＤＡＣ 

よって、ＢＤ＝ＣＤ 

ＢＤ＝ＣＤ＝x とおくと、 

７2＝x2＋x2−２×x×x×cos120° 

49＝３x2 

x2＝
４９

３
 

x＞ 0 より  







 







 

 

  

３ 



０７中数例－5 

中学 

数学 

受験 

番号 
 氏名  

令和７年度長崎県公立学校教員採用選考試験解答用紙 

 

 

 

 

 

⑷ 
△と△において

　の円周角より　　…①

　また、対頂角は等しいので　　…②

　①、②より２組の角がそれぞれ等しいので　△△

　対応する辺の比は等しいので

　　：：

　










　





 

⑷の別解 

































  










方べきの定理より、･･















 

 

 




 

⑸ 
△と△において、

＝＝

＝対頂角）

よって、対応する２組の角の大きさがそれぞれ等しいので、

△△

：＝ 



：



＝


：



＝： 

△：△＝  ：  ＝：＝：
 

 

 

  

３ 



０７中数例－6 

中学 

数学 

受験 

番号 
 氏名  

令和７年度長崎県公立学校教員採用選考試験解答用紙 

 

 

２０点（⑴３点、⑵４点、⑶３点、⑷４点、⑸６点） 

 

 

⑴ 

Ｄより、辺ＢＣに引いた垂線をＤＥとする。 

ＡＤ＝10（cm）より、ＣＥ＝15−10＝５（cm） 

△ＣＤＥは直角三角形なので、 

三平方の定理より、 

ＣＤ＝ 122＋５2＝13（cm） 

 

⑵ 

Ｑより、辺ＢＣに引いた垂線をＱＨとする。 

△ＣＱＨと△ＣＤＥにおいて、 

∠ＱＣＨ＝∠ＤＣＥ（共通） 

∠ＱＨＣ＝∠ＤＥＣ（＝90°） 

対応する２組の角の大きさがそれぞれ等しいので、 

△ＣＱＨ∽△ＣＤＥ 

ＣＱ：ＣＤ＝ＱＨ：ＤＥ 

x：13＝ＱＨ：12 

∴ＱＨ＝
12

13
 x 

y＝x×
12

13
 x×

１

２
＝
６

13
 x2 

よって y＝
６

13
 x2 （０＜x≦13） 

 

⑶ 

y＝x×12×
１

２
＝６x 

よって y＝６x （13≦x≦15） 

 

 

 

  

４ 



０７中数例－7 

中学 

数学 

受験 

番号 
 氏名  

令和７年度長崎県公立学校教員採用選考試験解答用紙 

⑸ 

 

 

 

 

 

⑷   

 (2)、(3)より 

  




    

    
 

 よってグラフは右図 

 

     

 

４ 





 






 

点が上なので　

点が上なので　

よって　　…①

△＝




  



  




△ 

     

  


 


   
  






      

△＝


     

 

    

  



         




     




 

   




  

 

    

①を満たすは

、 

 



０７中数例－8 

中学 

数学 

受験 

番号 
 氏名  

令和７年度長崎県公立学校教員採用選考試験解答用紙 

 

 

２０点（⑴～⑸ 各４点） 

 

 

問１  




 


  









 

 

問２⑴  

  


 







、     







 








より、  



、  


 









平均  



















分散    



  




  




  








 









 

 

 

 

 

 

問２⑴ の別解 

は二項分布 、


に従うので、

平均は





、分散は



 








 

 

問２⑵ 
  

      




        




 

 

問３⑴ 

３＋３

20
＝
３

10
＝0.3 

 

問３⑵ 

出た目を大きさの順に並べ替えると以下のようになる。 

１、１、１、２、２、２、２、３、４、４、４、４、４、４、５、５、５、６、６、６ 

データの個数は 20 個なので、中央値は 10 番目４と 11 番目４の平均 

よって、中央値は４ 

第１四分位数は５番目２と６番目２の平均なので、２ 

第３四分位数は 15 番目５と 16 番目５の平均なので、５ 

よって、四分位範囲は 5-2＝3 

 

 

５ 


